





































































































































































































































































































































































































































３  岩崎雅美「明治後期小学校女子教師の服装について      裳袴・筒袖を中心にして    」『日本家政学会
誌』44⑴，1993年，43‒53頁。
４  中山千代『日本婦人洋装史』（吉川弘文館，1987年，401‒403頁），青木淳子「雑誌記事にみる職業婦
人の装い」（『東横学園女子短期大学紀要』40号，2006年，53‒67頁）。
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６  生活改善同盟会「服装改善の方針」『教育時論』1274号，1920年９月５日，23‒29頁。
７  前掲，中山『日本婦人洋装史』378‒379頁。
８ 「女教員の洋装問題」『教育時論』1444号，1925年７月25日，45頁。
９ 「之は又た市の女教員を洋装にする決議」『読売新聞』1925年５月25日朝刊，７頁。
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や嫌悪感が昭和10年代に入ってからも根強く続いていたことを指摘している（家永三郎『日本人の洋
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15 「女教員の洋装展」『教育週報』227号，1929年９月21日，７頁。
16  東京市女教員修養会は1920（大正９）年に発足し，1300名の女教員が会員となった（『東京都教育史』
通史編三，1996年，416頁）。
17  前掲注15参照。
18  同上。
19 「現代職業婦人の標準洋装」『アサヒグラフ』13巻12号，1929年９月18日，4‒5頁。
20 『読売新聞』1929年９月13日朝刊，３頁。印刷不鮮明により，図像は省略。
21  上野松坂屋通信販売部調『良品』昭和四年秋冬，13頁。
22 「女学校に流行のお嬢さん教員」『東京朝日新聞』1932年５月３日夕刊，２頁。
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し上げます。
23 『家事及裁縫』は昭和２年に創刊され，現在も『家庭科教育』として引き継がれている。
24  前掲注15参照。
25  前掲注13参照。
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38 「当世女教員気質？」『東京朝日新聞』1934年８月16日朝刊，11頁。
39 「女教員服装問題」『家事及裁縫』９巻10号，1935年10月，200頁。
40  東京市女教員修養会は1931年10月に東京市小学校教員会に合流した（前掲『東京都教育史』，417頁）。
41 「女の先生の制服愈々決まりました」『東京朝日新聞』1935年３月31日夕刊，２頁。
42 「東京市の小学校に『制服の先生』出現」『家事及裁縫』８巻11号，1934年11月，195頁。
43 「小学校女教員の服装を全国的に制定しては如何」『家事及裁縫』８巻９号，1934年９月，187‒190頁。
44 「女の先生頑張る“制服はイヤです”」『東京朝日新聞』1935年５月13日朝刊，11頁。
45 「『日本精神』の定義と各府県別の制服」『東京朝日新聞』1935年５月14日夕刊，２頁。
46 「小学教員制服全国的統一困難か」『教育週報』678号，1938年５月14日，７頁。
47  井上雅人『洋服と日本人』廣済堂出版，2001年，88‒89頁。
48  前掲注43参照。
49 「群馬県学校教員の制服制定に就て」『家事及裁縫』８巻12号，1934年12月，177‒180頁。仕立てにつ
いては男子は県下洋服商組合連合会に最低限の仕立料を協定し，制服の製作を依頼したのに対し，女
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53 「山口県学校職員制服に就て」『家事及裁縫』12巻10号，1938年10月，210‒212頁。
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